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平成３０年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

薮井 慎吾 
●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、平成 27年 11月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の五つの重点施

策を柱とし、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、諸施策を実施します。 

●基本方針 
重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 
重点２「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支
援」 
重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 
重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 
重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」 
以上、五つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育

成する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民

の期待に応えるよう教育行政を推進していきます。 
 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 
図書館・学校給食調理場 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

６７人 １６１人 ２２８人 

一般会計 ２，０５４，７１６ 千円 

特別会計  千円 

計 ２，０５４，７１６ 千円 

（うち人件費） （ ４９２，９６４ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

魅力ある学校施設

の整備と学習環境

の改善を図りま

す。 

学校施設整備 

老朽化が進み、大規模改造や老朽

改修が必要となっている学校が多

くなっているため、緊急性に応じ

て計画的に実施します。さらに、

学校施設長寿命化計画に基づき、

バリアフリー化や省エネルギー化

等も含めた施設整備を推進しま

す。 

邑久中学校北棟大規模改造

については、本体工事を５月

末までに完成させた後、必要

な備品を購入し、夏季休業期

間中に速やかに仮設校舎か

らの移動を行い、２学期から

改修後の北棟校舎で授業を

開始します。また仮設校舎の

取壊し、グラウンドの復旧を

10月末までに完了させます。 

 

牛窓東小学校や今城小学校

のプール改修工事、幼稚園エ

アコン整備工事など、学校施

設の整備を年度内に計画的

に実施します。 

 

邑久中学校北棟大規

模改造については、

本体工事を予定どお

り終え、２学期から

改修後の校舎で授業

を開始しています。

現在、仮設校舎の取

壊しをほぼ終えてい

る状況です。 

また幼稚園のエアコ

ン設置を夏休み期間

中に終え、現在、牛

窓東小学校、今城小

学校プール改修工事

の発注準備をしてい

るところです。 

邑久中学校北棟大規

模改造については、

仮設校舎を取壊した

のち、グラウンド等

の復旧作業を終え、

すべての工程を終了

しました。 

また牛窓東小学校と

今城小学校のプール

改修工事について

は、11月に着手し、

現在約40％進捗して

おり、3月末の完成を

目指して工事を進め

ています。 

牛窓東小学校のプー

ル改修工事について

は、３月末までにす

べての工事を終えま

した。 

今城小学校のプール

改修工事について

は、ろ過機のメンテ

ナンス工事が４月に

若干ずれ込みました

が、ほぼ工事は完成

している状況となっ

ています。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

幼少期の教育の重

要性に鑑み、関係

部局・関係機関と

連携しながら、支

援が必要な子ども

一人ひとりの教育

的ニーズに応じ、

多様できめ細やか

な支援を行いま

す。 

保幼小中の連携の強化 

・保幼小の教員が、めざす児童像

と効果的な指導・支援の手立てを

共有できるように研修会や授業公

開をします。 

・小中の連携を密に行い、個々の

児童生徒の課題や状況を把握した

支援を継続して行います。 

 

 

特別支援教育の充実 

・様々な支援が必要な子どもたち

に対応するため、特別支援教育に

基づいた授業改善と生徒指導を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上のための事業の充実 

・学校力向上事業や学力向上プロ

ジェクトチームの活用、教職員研

修の充実によって、子どもたちに

必要な力を育みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「小１プロブレム」による

長期欠席、不登校を０にしま

す。 

・不登校の出現率を小学校で

0.2、中学校で2.4以下にしま

す。 

 

 

 

・学校に行くのが楽しいと思

う児童生徒を９割以上にし

ます。 

 

 

 

 

・落ち着いた学校生活を保障

することで、1,000人あたり

の暴力行為件数を小学校で

0.8、中学校で12.6以下にし

ます。 

 

・自分で計画を立てて家庭学

習に取り組む児童生徒を7

割、学習内容がわかる、でき

ると感じている児童生徒を

８割以上にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「小１プロブレム」

による長期欠席、不

登校は０です。 

・９月末現在の不登

校の出現率は、小学

校0、中学校で2.5で

す。 

 

 

・自己肯定感をもつ

児童生徒は約８割で

す。 

 

 

 

 

・９月末現在の1,000

人あたりの暴力行為

件数は小学校0、中学

校1.1です。 

 

 

・計画的な家庭学習

は小学生の約７割、

中学生の約５割が実

施し、授業の内容理

解は小学生の約８

割、中学生の約７割

が肯定的な回答をし

ました。 

 

 

 

 

 
・「小１プロブレム」

による長期欠席、不

登校は０です。 

・12月末現在の不登

校の出現率は、小学

校0.4、中学校で3.6

です。 

 
 
・自己肯定感をもつ

児童生徒は学年が上

がるにつれて減り、

小学５年生が約８割

中学３年生が約７割

です。 

 

・12月末現在の1,000

人あたりの暴力行為

件数は小学校1.1、中

学校3.4です。 

 

 

・計画的な家庭学習

への取組は、小学５

年生の約８割、中学

３年生の約５割が実

施しています。児童

生徒の計画力向上を

目指し、小中合同の

研修会を３回行いま

した。 

 

 

 

 

・３月末現在の不登校

の出現率は、小学校

0.5、中学校 3.9です。 

小、中学校ともに課題

解決に向けて、早期か

らの組織的な対応を

今後も続けていきま

す。 

 

・抽出校の結果では、

学校に行くのが楽し

いと答えたのは、小学

生が９割、中学生が８

割です。 

 

 

・３月末現在の1,000

人あたりの暴力行為

件数は小学校1.1、中

学校3.4です。 

 

 

・自主学習の取組等に

児童生徒の計画力向

上が見られました。 

・抽出校において、

授業の内容理解につ

いて小中学校生の９

割が肯定的な回答を

しました。 
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すべての小・中学校に設置し 

ている「学校支援地域本部」を基

盤とし、新規事業の地域学校協働

本部事業を進めていきます。 

 

 

 

土曜日教育支援活動事業を新規事

業として取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各中学校区において、「目指

す子ども像」について研修会

により共有し、事業を推進す

るため地域学校協働推進員

を委嘱します。 

 

 

長船福岡地区(行幸小区)に

おいて、土曜日教育支援活動

事業が展開できるように組

織をつくり、月に一回事業を

実施します。 

今年度、22名の方に

「地域学校協働活動

推進員」を委嘱し、

学校と地域をつなぐ

役割を担っていただ

いています。 

 

福岡地区において、

英語学習を中心とし

た土曜学習活動を月

１回実施。28名の児

童が参加していま

す。 

・平成31年2月に中学

校区ごとで中核研修

会を行い「目指す子

ども像」の実現に向

けての活動内容を検

討をします。 
 
1月26日で全10回の

土曜学習活動が無事

終了しました。 

・中学校区ごとに「目

指す子ども像」を設

定し、その実現に向

けて、地域学校協働

活動推進員を中心に

事業を推進中です。 

 

・福岡地区において、

5月から 1月までの 9

か月間で全 10 回の

土曜学習活動を実施

しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

生涯学習機会の更

なる充実を図るた

め、市民の学習ニ

ーズを把握しなが

ら、社会教育施設

がそれぞれ機能を

高めるとともに連

携を図り、事業を

推進します。 

図書館サービスの展開 

30年度を起点とする「瀬戸内市立

図書館サービス計画」の推進を図

ります。 

 

 

 

 

子どもの読書活動の推進 

「第２次瀬戸内市子ども読書活動

推進計画」の策定を踏まえ、30年

度を起点とする計画の推進を図り

図書館の子育て支援サービスにも

つなげます。 

 

 

 

認知症対策を含めた高齢者サービ

スと障害者サービスの推進を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

開館３年目のサービス 

目標として全館の登録率

45％、実利用率を18%、貸出

冊数を約333,000冊(住民1人

当たり貸出冊数を9冊)、新図

書館の来館者数を160,000人

とします。 

 

市民向けの絵本講座や保育

職向けの絵本と発達に関す

る学習会を各3回開催しま

す。また、子育て支援課や健

康づくり推進課との連携事

業を2回実施します。 

 

 

 

地域包括支援センターとの

連携により「認知症サポータ

ー養成講座」を2回開催する

とともに、セカンドライフを

模索する前期高齢者向け講

座を2回開催します。また、

音訳CDに点字装備を施しま

す。 

 

貸出冊数は、161,910

冊、市民図書館の来

館者数は、101,212

人でした。 

 

 

 

 

幼稚園教諭、および

保育士向けの絵本講

座を各１回ずつ実施

した。また、子育て

支援課との連携で、

親子で過ごせる「マ

マカフェ」を実施し

ました。 

 

「認知症サポーター

養成講座」の日程を

調整しました。 

貸出冊数は、264,295

冊、市民図書館の来

館者数は、156,086

人でした。 

 

 

 

 

市民向けの絵本講座

を１回実施しまし

た。また、子育て支

援課との連携で、親

子で過ごせる「ママ

カフェ」を実施しま

した。 

 

 

「認知症サポーター

養成講座」を実施し

ました。 

全 館 の 登 録 率 は

46％、実利用率は

17.4％、貸出冊数は

323,807 冊、市民図

書館の来館者数は、

186,961人でした。 

 

 

市民向け絵本講座や

保育者向け講座を各

3回開催しました（参

加者合計 136人）。子

育て支援課との連携

で「ママカフェ」を

3 回実施（参加者合

計 60人）し、市民病

院との連携講座を 2

回開催しました（参

加者数合計 32人）。 

 

地域包括支援センタ

ーとの連携で、認知

症サポーター養成講

座、認知症サポータ

ーフォローアップ講

座を各 1 回実施しま

した（参加者合計 75

人）。音訳ＣＤへの点

字装備は準備までに

とどまりました。 
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生涯学習機会の更

なる充実を図るた

め、市民の学習ニ

ーズを把握しなが

ら、社会教育施設

がそれぞれ機能を

高めるとともに連

携を図り、事業を

推進します。 

地域郷土学習事業の推進を図りま

す。 

 

 

 

中央公民館、牛窓町公民館、長船

町公民館の地域の特色を活かした

文化芸術の地域資源を内外に情報

発信し、多様な学習機会の提供を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館・図書館連携事業では夢二

プロジェクトの一環として図書館

においてコンサートを実施し、そ

の中で夢二の絵画の展示や人形劇

を行います。また両館共通の芝生

広場で音楽コンサートを開催する

など市民との協働事業を実施しま

す。郷土資料等の展示を図書館及

び公民館で行います。 

 

公民館・美術館連携事業、公民館

主催の日本画教室を行います。 

 

 

 

郷土資料企画展のギャラリ

ートークを4回、郷土歴史講

座を4回実施します。 

 

 

実行委員会を中心に夢二コ

ンクールや音楽コンサート

の事業を継続実施し、参加人

数6,500人を目指します。 

菊花展などの地域の特色を

活かした公民館主催事業参

加人数32,000人を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

図書館と連携した音楽コン

サートを年２回行います。地

域の郷土資料等を展示して

年４回実施します。 

 

  

 

 

 

 

美術館と連携した日本画教

室の参加人数30人を目指し

ます。 

 

 

郷土資料企画展のギ

ャラリートークを１

回実施しました。 
 
 
第２回夢二プレミア

ムコンサートやスク

ールコンサートを実

施しました。 

・プレミアムコンサ

ート４回参加人数

1,490人 

・スクールコンサー

ト及び公民館主催事

業については実施中 

 

 

 

 

竹久夢二に関連する

書や写真、帯結びの

展示を実施しまし

た。図書館との連携

事業では、フルート

の演奏により前結び

の実演や人形劇も実

施しました。 
 
 
８月２５日に日本画

講座を実施しまし

た。参加者は１４人

と少数でしたが、丁

寧な個別指導をして

いただくことができ

ました。 

郷土資料企画展のギ

ャラリートークを２

回実施しました。 
 
 
第２回夢二コンクー

ル関連事業の参加人

数が 6,770 人となり

昨年度人数 6,065 人

と地域再生計画の数

値目標 5,375 人を上

回りました。 
夢二コンクールでは

フランス・パリで活

躍する声楽家が応募

するなど知名度もあ

がりつつある中で事

業を展開していま

す。 
郷土資料等の展示は

中央公民館建設の際

に検出された助三畑

遺跡から出土した郷

土資料を中央公民館

1 階ロビー展示ケー

スに展示しました。 
 
 
 
１月４日～１４日の

間、岡山天満屋で開

催された院展会場前

に作品を展示してい

ただき、参加者から

も高い満足度を得る

ことができました。 

ギャラリートークを

3 回（計 14 人）、歴

史講座を4回（計340
人）実施しました。 
 
夢二のふるさと芸術

交流プロジェクト実

行委員会が助成する

市民企画関連事業を

年度末まで実施しま

した。 
 
公民館主催事業の参

加人数は 29,917人。

青少年層が希望して

いた軽音楽器体験講

座を実施し、参加者

は１８人でした。 

 
図書館利用の促進に

つながる読書感想文

講座の開講や東備地

域中学校美術作品の

展示など図書館や学

校教育と連携した事

業を実施しました。 
 
 
 
市立美術館及び夢二

郷土美術館との連携

事業では、日本画講

座を２回実施しまし

た。参加者数は２９

人でした。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

市民の健康づくり

や体力づくりのた

め、市民が生涯に

わたってスポーツ

に親しむことがで

きるよう、活動の

場所と機会の提供

を行います。 

邑久スポーツ公園テニスコート人

工芝の張替え改修 

 市民に安全に、安心して施設を

利用していただくために、日本ス

ポーツ振興センターの「スポーツ

振興くじ助成金」を活用し、老朽

化したテニスコート人工芝の張替

え改修工事を実施します。 

 

 

 

 

 

邑久スポーツ公園改修計画 

既存のスポーツ施設の有効利用

を図るため、利用者のニーズを把

握するとともに、瀬戸内市子育て

広場環境整備基本構想を基に策定

した整備計画をふまえて、邑久ス

ポーツ公園の改修計画を策定し、

基本設計を作成します。 

 

 

設計業者決定後、実施設計を

行い、12月中旬以降に工事着

手の上、3月中旬までに改修

工事を完了します。 

 また、実施設計から工事完

了にかけて、進捗や実施結果

について市の広報紙やHP等

に掲載を行います。 

 

 

 

 

 

市内スポーツ関係団体や 

有識者等で組織する委員会

での意見交換、検討会などを

踏まえ、8月末までに施設整

備方針を定めた改修計画を

策定します。12月初旬を予定

として基本設計の入札を行

います。 

 

設計業者と委託契約

し設計書が完成した

ので、指名審査依頼

をしました。11月上

旬に入札予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係団体と検討会を

実施し意見をまとめ

ました。子育て広場

については、ワーク

ショップの中で冒険

の森に集約する計画

となり、内容につい

てもまとめました。

基本設計は冒険の森

について実施するこ

ととしました。基本

設計・測量について

は、9月末に入札を行

いました。 

工事・監理ともに11

月に契約をしまし

た。順調に進んでお

り予定どおり3月11

日までに完成予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

測量・基本設計とも

10月に契約した。測

量については、12月

に完成しました。基

本設計については、

調整に時間を要して

いるため、期間の延

長が必要となりまし

た。繰越し事業とし

ます。 

テニスコート人工芝

張替（砂入り人工芝）

（テニスコート 4

面、面積 2,761 ㎡）

は平成 31 年 3 月 15

日に「スポーツ振興

くじ助成金」を活用

し、完成しました。

工事等の進捗につい

ては市の広報紙やHP

等により周知しまし

た。 

 

基本設計業務の入札

を平成 30 年 9 月 28

日に行い、平成 30年

10月 1日で契約をし

ました。なお、平成

31 年 3 月 28 日に委

託業務期間を変更

（期間を延長）し、

平成 31 年 10 月末ま

でとしました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

古くから継承され

てきた歴史遺産や

伝統文化を保護、

保存し、次の世代

へ継承します。 

また、伝統文化や

芸術にふれながら

学習する機会の提

供を行います。 

平成２９年度から３１年度迄 

弘法寺踟供養調査記録作成事業を

継続して事業を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館では刀剣への興味を持たせ

事業や体験講座を開催し理解を深

めさせます。 

また、博物館施設及び周辺整備等

の将来構想を策定します。 

 

 

 

 

美術館では美術を楽しく語らい、

美術をより身近なものとなるよう

目指します。 

 

年３回の調査委員会におい

て委員及び現地調査員によ

る行事の調査及び常行堂阿

弥陀如来坐像の胎内調査を

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

備前長船刀剣の里まつりを

実施します。小刀製作講座を

年間 23回開催します。 

目標入館者数：44,000人 

 

 

 

 

 

美術館内・出張形式で市内学

校･団体を対象に「対話型鑑

賞会」を年 15回開催します。 

アートコミュニケーター

養成講座を年 3 回開催しま

す。 

目標入館者数：20,000人 

5 月に各委員による

行事の現地調査を実

施しました。9 月 29

日阿弥陀如来坐像の

胎内調査を実施しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

備前長船刀剣の里ま

つりは、577 人の来

館者がありました。

小刀製作講座は 9 月

現在で 12 回開催し

ました。 

９月末入館者数は約

20,000人。 

 

館内での対話型鑑賞

会を約７回実施しま

した。アートコミュ

ニケーター養成講座

については、３日間

の日程で８名の人員

が修了しました。 

９月末入館者数は約

9,500人。 

第 2 回の調査委員会

開催に向けての準備

と本年度実績の取り

まとめを実施してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小刀製作講座は 1 月

末現在で 16 回開催

しました。 

1 月末入館者数は約

31,000人。 

 

 

 

 

対話型鑑賞会を 3 回

行い、アートコミュ

ニケーター修了生に

ボランティア活動と

して実施しました。

またバスを手配する

ことで美和小全学年

に来館してもらいま

した。１月末入館者

数は約 13,400人。 

調査委員会を 1 回開

催しました。委員及

び現地調査員によっ

て、5月 5 日に行事、

9月 29日に常行堂の

阿弥陀如来坐像胎

内、10 月 10・11 日

に県立博物館寄託資

料、3月 14日に遍明

院の古文書等の現地

調査および写真撮影

を実施しました。 

 

小刀製作講座は 3 月

末現在で 20 回開催

しました。 

3 月末入館者数は

37,721人。 

 

 

 

 

対話型鑑賞会を３月

末段階で計１５回行

い、８月以降はアー

トコミュニケーター

修了生にボランティ

ア活動として参加し

てもらいました。牛

窓中１年生、またバ

スを手配することで

裳掛小３・４年生に

来館してもらいまし

た。３月末入館者数

は 18,648人。 


